
 

トヨタモビリティ新大阪小野原店では、令和３年に

地域の子どもの見守り活動「東小パトロール隊粟生」の

一員に加わり、毎週金曜日に下校時の子どもたちを見

守る活動をしています。当初は、暑い日も寒い日も街

頭に立つことに社員の中でも賛否がありましたが、今で

は一人ひとりが自動車販売店として「交通事故を防ぐ」

という使命感をもって取り組んでいるそうです。 

子どもの見守り以外にも地域に貢献できないかと考えていたところ、

社会福祉協議会から「ささえあい推進会議（※詳細は裏面）」の案

内を受けて参加を即決しました。参加したことで多くの地域住民とのネッ

トワークができ、東小学校放課後活動プログラムへの協力や、東小地

区福祉会主催の「粟生ぞらまつり」へ出店するなど活動が広がりました。

ささえあい推進会議には２年連続で参加しています。 

生活協同組合コープこうべ大阪北地区は、「いきいきとしたくらし、地域の

つながりづくり」をコンセプトに掲げており、コープ箕面店（桜ケ丘）の敷地内

に地域交流の拠点「咲くらのかけはし」を設立。組合員以外の地域住民、

団体にも自由に使ってもらえる場として開放しています。「咲くらのかけはし」と

いう名前には、‟ここに来た人の笑顔が咲くように…“という願いが込められて

います。コープこうべ大阪北地区本部⾧の髙井さん、地域連携スタッフの野

崎さんは、「この場が地域の人に 

とって第二の我が家になれば嬉しい」と 

語ってくださいました。 

 
現在、住民ボランティアや福祉団体等が「認知症カフェ」や「コミュニティカフェ」などの

住民の集いの場を順次開設中です。また、社会福祉協議会でも毎月第４水曜日の

午前に、ささえあいステーション（まちかど福祉相談）を実施していますので、ぜひお立

ち寄りください。 

 

 

 

 

 

『ささえあい通信』は、地域の支え合い・助け合いの活動や、福祉のお役立ち情報をお届けしています。支え合いの取り

組みは住民によるボランタリーな活動だけでなく、企業のミッションとして積極的に取り組む事業所が増えています。 

今号では、そのようなお店や事業所の地域貢献活動をご紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

トヨタモビリティ新大阪さん、コープこうべさんも参加しているこの会議は、 

住民が集い、地域の課題（困りごと）を出し合い、解決のために話し合う

場です。人と人、団体同士がつながるネットワークづくりの場にもなっていま

す。今年度は令和８年１月から２月に小学校区ごとに開催予定です。 

日程の詳細は社協 LINE 

（右記）をご覧ください。 

どなたでも参加できます。 

 

 

             

 

ブログはこちら▶ 
 

 

ID 検索で登録 
            

上記 ID を入力して検索

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

社会福祉協議会では、‟仕事を通しての住民の見守り“に賛同いただける

事業所に「よりそい隊」として登録してもらい、事業所の皆様と連携体制をとっ

ています（R7.1１月現在 292 事業所が登録）。 

街のお店や事業所は様々な形で住民（お客様）と接点があります。特に

常連さんの場合は、「あれ?いつもと様子が違う」といった住民の変化に気づく

ことがあります。そのような兆しを見逃さず、社会福祉協議会に連絡してもらう

ことで、早い段階で必要に応じた福祉の支援機関につなぐことができます。 

令和６年度は 28 件の連絡がありました。 

毎日のようにお弁当とお酒を 

買いに来る 50 代くらいのお客さん、 

声をかけると「体調がすぐれない」と 

言われて心配です。 

（コンビニエンスストア） 

解約した通帳を持って 

「お金を引き出せない」と何回も来店される

高齢者のかたがいて気になります。 

（金融機関） 

 


